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「北海道男女平等参画基本計画」推進状況（令和３年度）の概要

１ 作成の趣旨

○ 道では、平成 13年 ３月に公布した 「北海道男女平等参画推進条例 」 （以下

「条例 」 という 。 ）に基づき、平成 30年 ３月に、第３次北海道男女平等参画基本

計画 （ H30～ R9以下 「第３次計画 」 という 。 ） を策定しました。

○ 計画の推進状況は、条例の規定に基づき、毎年公表することとしており 、令

和３年度の推進状況と関連する施策の実施状況の取りまとめを行いました。

２ 第３次計画の体系 －目標と基本方向、施策の方向－

【目標Ⅰ 男女平等参画の実現に向けた意識の変革】

基本方向 施策の方向

１ 男女平等参画の啓発の ⑴ 広報・啓発活動の充実

推進 ⑵ メディア等における男女平等の理念への配慮

⑶ 国際交流・国際理解・国際協力の促進

２ 男女平等の視点に立った ⑴ 家庭における男女平等教育の推進

教育の推進 ⑵ 学校における男女平等教育の推進

⑶ 社会における男女平等教育の推進

【目標Ⅱ 男女が共に活躍できる環境づくり 】

基本方向 施策の方向

１ 女性活躍の気運醸成と見 ⑴ 女性の活躍を応援するネットワークの構築

える化の推進 ⑵ 地域で活躍する女性の 「見える化 」

２ 働 く場における女性の活 ⑴ 政策・方針決定への女性の参画拡大

躍促進 ⑵ 仕事と家庭生活が両立できる働き方改革

⑶ 男女の均等な雇用機会と待遇の確保

⑷ 働きたい女性の就労・雇用継続支援

⑸ 女性の円滑な再就職の支援

⑹ 起業・多様な働き方支援

⑺ パー ト タ イム労働者や派遣労働者等の雇用環

境の整備

⑻ 育児、介護の支援体制の充実

⑼ 相談業務の充実

３ 農林水産業・自営業におけ ⑴ 農林水産業 ・自営業における男女平等参画の

る男女平等参画の促進 促進

４ 地域社会における男女平 ⑴ 地域活動の促進

等参画の促進 ⑵ 防災・災害復興における男女平等参画の促進
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【目標Ⅲ 安心して暮らせる社会の実現】

基本方向 施策の方向

１ 男 女 平 等 参 画 を 阻 害 す ⑴ 男女平等参画を阻害する暴力根絶に対する取

るあらゆる暴力の根絶 組の充実

２ み ん な が 安 心 し て 暮 ら ⑴ 貧困など生活上の困難に直面している人々へ

せる環境の整備 の支援

⑵ 高齢者、障がい者等が安心して暮らせる環境

の整備

３ 生涯にわたる健康づ く り ⑴ 生涯を通じた健康支援の推進

の推進 ⑵ 妊娠、出産等に関する健康支援

３ 基本計画の推進状況

○ 第３次計画では 、計画の推進管理を効果的に行 うため 、施策の方向の項目
ごとに 、 25の指標項目と、 62の参考項目を設定し 、指標項目については目標値
を設定しています。

【目標Ⅰ 男女平等参画の実現に向けた意識の変革 】

いまだに根強 く残る固定的な性別役割分担意識を解消し 、男女が社会のあらゆ
る分野で性別にかかわらず個性と能力を十分に発揮できる社会づくりに向け、広
報 ・啓発活動の充実や、男女平等の視点に立った教育の推進などに取り組んでい
ます。

《主な関連施策》

・男女平等参画広報紙「イコール・パートナー」の発行
・北海道の男女平等参画社会を推進するための拠 点 施 設 ｢ 北 海 道 立 女 性 プ ラ ザ ｣ に
よる講座 ・セミナー等の開催、関連情報の収集・提供、相談業務の実施
・男女平等参画チャレンジ賞の実施

《取組の推進状況》

【 指標項目】 目標値 令和２年度 令和３年度

目標年 北海道 全国 北海道 全国

「男は仕事、女は家 60 .0 令和４ ５ ４ ． ３％ － ５ ７ ． ７％ －

庭」という考え方に同 ％ 年度

感しない人の割合

生 涯 学 習 の 成 果 を 80.0 令和７ ５ ７ ． ３％ － ５７ ． ３％ －

活 用 し て い る 住 民 ％ 年度

の割合

・ 「男は仕事、女は家庭」という考え方に同感しない人の割合は、前回調査（R2年度）時から

３．４ポイント増加しました。目標達成に向け、引き続き固定的な性別役割分担意識の解消

に向けた積極的な取組が必要です。

・ 指標項目：計画の推進管理において成果を検証する際に用いる項目

・ 参考項目：男女平等参画推進の状況把握のため参考とする項目
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【目標Ⅱ 男女が共に活躍できる環境づくり 】

職場、家庭、地域などあらゆる分野への女性の参画を促進するとともに、男女が仕事と家庭

を両立できる環境づくりや、女性の政策、方針決定の場への参画、ライフステージに応じた働き

方の選択、農林水産業や自営業における女性の経営参画な ど 、 女 性の活躍 を推進す

る ための取組を進めてい ます 。

《主な関連施策》

・ 「 北の輝 く女性応援会議 」において 、構成団体 （経済団体、行政など ）の ト ップに

よる応援メ ッ セージの発出や、 「 女性の活躍を応援するリンケージ メ ッセージ 」

の募集 ・公表を実施

・道立女性プラザ内に設置している 「女性の活躍支援センター 」に活躍支援員を

配置して 、道内在住の女性を対象として 、 ライフステージに応じた様々な相談に

対応 （相談件数 ： ２ ０ ５件 ）

・道の審議会における女性委員の比率を令和４年 （ 2022年度 ）までに 40％とする

目標を設定すると と もに 、委員選定のための参考となる女性人材リス ト を整備

し 、登用を促進 （登録者数 ： ４ ０ ３名 （令和３年度末 ） ）

《取組の推進状況》

【指標項目】

目標値 令和２年度 令和３年度

目標年 北海道 全国 北海道 全国

道の審議会等にお 40 .0 令和 ３ ７ ． ２％ ４０ ． ７％ ３ ４ ． ６％ ４２ ． ３％

ける女性委員の登 ％ ４年度 (R2.4) (R3 .4)

用率 ※1

道（知事部局等）の 10 .0 令和 ８ ． ６％ － ９ ． ０％ －

本庁課長級以上の ％ ６年度 (R2 .4) (R3 .4)

職に占める女性職

員の割合

道（知事部局等）の 20 .0 令和 １ ９ ． ９％ － ２ ３ ． ８％ －

男性職員の育児休 ％ ６年度

業取得率

育児休業 男性 13.0% 令和 ５ ． ９％ １ ２ ． ７％ １ ０ ． ２％ １４ ． ０％

取得率 女性 90.0% ７年度 ９ １ ． ６％ ８１ ． ６％ ８ ８ ． ２％ ８５ ． １％

年間総労働時間 1 ,922 令和 １ ， ９ ３ ６ １ ， ９ ２ ５ １ ， ９ ３ ８ １ ， ９ ３ ７

時間 ７年度 時間 時間 時間 時間

女性（25～34歳）の就 全国 令和 ７５． ２％ ７８ ． ９％ ７ ６ ． ８％ ８０ ． ５％

業率 平均 ７年

値以上

ﾌｧﾐﾘｰ・ｻﾎ ﾟｰﾄ・ｾﾝﾀ 71 令和 ６ ９ ｶ所 ９５ ６ ｶ所 ７ ０ ｶ所 ９７ １ ｶ所

ｰの設置市町村 ｶ所 ６年度

※ 1：令和 3年度は算定対象の審議会を拡大している。
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【指標項目】 目標値 令和２年度 令和３年度

目標年 北海道 全国 北海道 全国

地域子育て支援拠点 424 令和 ４ １２ ｶ所 ７ ， ７ ３ ５ ４ １ ５ ｶ所 ７ ， ８ ５ ６

事業の実施数 ｶ所 ６年度 ヶ所 ヶ所

放課後児童クラブ設 1 ,065 令和 １， ０ ４ ２ ２ ６ ， ６ ２ ５ １ ， ０ ４ ８ ２ ６ ， ９ ２ ５

置数 ｶ所 ６年度 ｶ所 ヶ所 ｶ所 ヶ所

保育所待機児童数 0 人 平成 ６８人 5,634人 ２ ２人 2,944人

※ 2 29年度 (R3.4 .1 ) (R3 .4 .1 ) (R4 .4 .1 ) (R4 .4 .1 )

延長保育実施数 1 ,042 令和 ９ ７ ５ ｶ所 29 , 4 6 3 1 ,016ｶ所 28,425

ｶ所 ６年度 ヶ所 ヶ所

夜間保育の実施数 12 令和 ９ ｶ所 － ９ ｶ所 －

ｶ所 ６年度

休日保育の実施数 50 令和 ３ ４ ｶ所 － ３ ４ ｶ所 －

ｶ所 ６年度

子育て短期支援実 44 令和 ４３市町村 － ４３市町村 －

施市町村 市町村 ６年度

農業士の女性認定 100人 令和 ６０人 － ６１人 －

数 ９年度

主要農家に対する 33 .0 令和 ２ ４ ． １％ ２ ６ ． ６％ 調査中 調査中

家族経営協定の締 ％ ９年度

結割合

※ 2：平成29年度に目標を達成し、以降それを維持することを目指す。

・道の審議会における女性委員の登用率について、令和３年度は算定対象の審議会を拡大

したため、前年度よりも低下しており、目標値の達成には至っていないことから、目標達成に

向け引き続き関係部局に働きかけをおこなっていきます。 （ 「全国 」欄の数値は、国の審議

会の数値を表しています。 ）

・育児休業取得率は、男性が全国平均値（14 . 0％）を3.8ポイント下回っている状況です。

女性については全国平均値（85.1％）を3.1ポイント上回る88.2％となっているものの、目標

値（90.0％）を下回りました。

【目標Ⅲ 安心して暮らせる社会の実現】

男女平等参画を阻害するあらゆる暴力の予防と根絶に向け ､意識啓発や相談体

制の整備 ・充実など的確な被害者支援に努めるとともに ､経済的に安定し健康的に

充実した人生を送るこ とができるよ う 、様々な環境の整備や支援に努めています。

《主な関連施策》

・配偶者暴力相談支援センター（道立女性相談援助センター、本庁、各（総合）振興局）を配

置して一時保護や相談体制の充実を図るほか、民間シェルターへの支援、職務関係者向

けの研修会や関係機関相互の連携を図るための会議などを開催し、総合的な被害者

支援対策を実施
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・道立女性相談援助センターによる配偶者暴力防止法及び売春防止法に基づく相談や保

護、自立支援の実施

・各（総合）振興局に男女平等参画推進員を設置し、配偶者暴力被害者の相談対応など被害

者支援を実施

《取組の推進状況》

【指標項目】 目標値 令和２年度 令和３年度

目標年 北海道 全国 北海道 全国

配偶者等からの暴力 90 .0 令和 ８ ６ ． ７％ ８ １ ． ５ ％ ※R3年度は調査なし

（DV）の周知度 ％ ４年度 （ R1） （ R1）

ひとり親家庭の親の就 80 .0 令和 － － ※５年毎に調査実施

業率（母子家庭） ％ ６年度

（次回公表はR４年度見込み）

ひとり親家庭の親の就 88 .1 令和 － － ※５年毎に調査実施

業率（父子家庭） ％ ６年度

（次回公表はR４年度見込み）

健康寿命の延伸 男 － － ※３年毎に調査実施

（日常生活に制 性 令和

限のない期間）
増加

４年度 （次回調査 ： R4年度 ）

女 － － ※３年毎に調査実施

性

（次回調査 ： R4年度 ）

本道の成人の週１回 65 .0 令和 － ５９ ． ９％ ６ １ ． ９％ ５６ ． ４％

以上スポーツ実施率 ％ ７年度

子宮頸が 子 宮 頸 50％ － － ※５年毎に調査実施

ん検診 、 がん 以上 令和

乳がん検 ５年度 （次回公表はR４年度見込み）

乳がん 50％ － － ※５年毎に調査実施

以上

（次回公表はR４年度見込み）

小児二次救急医療 21 令和 ２ １圏数 － ２１圏数 －

体制が確保されてい 圏数 ５年度

る二次医療圏数

４ 基本計画の推進状況を踏まえて

令和３年度の指標項目達成状況については、多 くの項目が前年度の数値を超え

ているものの、未だ目標値の達成には至っていない項目が多い結果となりました。

男女があらゆる分野で共にその人権を尊重しつつ 、責任を分かち合い 、その個

性と能力を十分に発揮することができる男女平等参画社会の実現に向け 、引き続

き取り組んでいく必要があります。


